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アルツハイマー型認知症、ついに新薬誕生 
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・上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。 
・上記のイラストはイメージ図であり、全てを網羅するものではありません。 
※【本資料に関するご注意事項等】の内容を必ずご覧ください。 
 

・製造販売初承認 

・公的医療保険 
対象へ 

今後の発展が 
期待される 

新薬の期待が大きい 

アルツハイマー型認知症 
研究開発が困難な 
治療薬 

新薬誕生の 
期待 

アルツハイマー型認知症とは 

アルツハイマー型認知症は、脳が萎
縮することで発症し、正常に働いて
いた脳の機能の低下、記憶や思考
などの能力の低下といった症状が
あります。 

発症の原因については完全には 
解明されておらず、アルツハイマー
型認知症の治療薬は、発症した認
知症の進行を一時的に遅らせるた
めのもので、根本的な治療薬は存
在しませんでした。 

そのため、アンメット・メディカル・
ニーズ

＊1
の大きい医薬品として、各

製薬会社はアルツハイマー型認知
症の治療薬の開発にしのぎを削っ
ていました。 

Big  
News! 

研究開発が困難な治療薬 

治療薬の研究開発は下記などの理由
により大変困難なものです。 

1.発症するメカニズムの全容は 
はっきりとわかっていない。 

2.効果を判断するのが難しい（記憶
や思考は、血圧や腫瘍の大きさの
ように数値で判断することができ
ない）。 

3.治療薬が脳に届きにくい。 

・上記理由は、全てを網羅するものではありません。 
 

バイオジェン（米）とエーザイ（日）は、
発症の原因として考えられている 
仮説（アミロイド仮説）に基づき、治療
薬候補「アデュカヌマブ」を共同で 
開発していましたが、 2019年3月に
十分な治療効果を証明できない見通
しから一旦は臨床試験の中止を発表
していました。 

新薬誕生 

ところが、バイオジェンとエーザイは
「アデュカヌマブ」の臨床試験結果
を再分析したところ、効果が確認さ
れ、副作用も見られなかったことか
ら、2019年10月に米国での新薬
承認申請をめざすと発表し、開発を
継続しました。 

2020年7月に米食品医薬品局
（FDA）に承認申請し、その後FDA
において審査が続けられていました。 

そして2021年6月7日、ついに「ア
デュカヌマブ」は、アルツハイマー病
の病理に作用する初めてかつ唯一
の治療薬としてFDAに迅速承認さ
れました。なお、バイオジェンとエー
ザイは今後も同薬の効果確定に向
け臨床試験を行うとしています。 

（出所）企業ＨP、The Alzheimer’s AssociationのHP、 
FDAのHPおよび各種資料等を基に三菱ＵＦＪ国際投信作成 

アルツハイマー型認知症発症のイメージ図（アミロイド仮説） 

ＡＰＰ
＊2 

正常な脳 

萎縮した脳 

アミロイドβ 

＊1：アンメット・メディカル・ニーズとは、まだ有効な治療   
法がない疾患に対する、患者や医師による強い要望 

＜期待される効果＞ 
脳内に蓄積したアミロイドβ

プラークを減らす 

＊2：APPとは、体のあらゆる細胞にあるタンパク質で、普段は神経の成長や修復に関わる 
＊3：65歳以上の米国人のうち、2021年にアルツハイマー病に罹患している人数の推計値 

認知症発症 

①酵素によってＡＰＰは切断され、 
アミロイドβができる 

②アミロイドβが 
神経細胞内にたまり 
凝集していく 

③巨大な塊となったアミロイドβは 
神経にまとわりつき 

神経細胞死を引き起こす 

老人斑 
（脳のシミ） 

アルツハイマー型認知症の治療薬「アデュカヌマブ」が 

米国FDAで迅速承認されました。 

アデュカヌマブ 

理由 

理由 

理由 

米国における 
アルツハイマーの 

患者数 

約620万人
＊3

 

・・・健康な人にも存在するタンパク質で、通常は排出されるが、
大きな異常なタンパク質ができてしまうと蓄積されてしまう 

※ADUHELM™（一般名：アデュカヌマブ） 
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【本資料に関するご注意事項等】 
投資信託のリスクとお客さまにご負担いただく費用について 
◎投資信託に係るリスクについて  
投資信託は、主に国内外の株式や公社債およびリート等の値動きのある証券を投資対象としているため、当該資産の市場における取引価格の変動や為替
の変動等により基準価額が変動します。これらの運用により信託財産に生じた損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。したがって、投資者のみなさま
の投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。投資信託は預貯金と異なります。また、
投資信託は、個別の投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国等が異なることから、リスクの内容や性質が異なりますので、
ご投資にあたっては投資信託説明書（交付目論見書）、目論見書補完書面等をよくご覧ください。  
◎投資信託に係る費用について  
ご投資いただくお客さまには以下の費用をご負担いただきます。  
■購入時（ファンドによっては換金時）に直接ご負担いただく費用  
  購入時（換金時）手数料・・・上限 3.3％（税込） 
  ※一部のファンドについては、購入時（換金時）手数料額（上限 38,500円（税込））を定めているものがあります。 
■購入時・換金時に直接ご負担いただく費用  
  信託財産留保額・・・ファンドにより変動するものがあるため､事前に金額もしくはその上限額またはこれらの計算方法を表示することができません｡  
■投資信託の保有期間中に間接的にご負担いただく費用  
  運用管理費用（信託報酬）・・・上限 年率3.41％（税込） 
  ※一部のファンドについては、運用実績に応じて成功報酬をご負担いただく場合があります。 
  その他の費用・手数料 ・・・上記以外に保有期間等に応じてご負担いただく費用があります。投資信託説明書（交付目論見書）、目論見書補完書面等で    
  ご確認ください。 
  ※その他の費用・手数料については、売買条件等により異なるため、あらかじめ金額または上限額等を記載することはできません。 
上記の費用（手数料等）については、保有金額または保有期間等により異なるため、あらかじめ合計金額等を記載することはできません。  
《ご注意》  
上記のリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定しております。費用の料率につきましては、三菱ＵＦＪ国際投信が運用するすべての公募
投資信託のうち、ご負担いただくそれぞれの費用における最高の料率を記載しております。投資信託に係るリスクや費用は、それぞれの投資信託により異なり
ますので、ご投資をされる際には、事前によく投資信託説明書（交付目論見書）、目論見書補完書面等をご覧ください。  
 
【本資料のご利用にあたっての注意事項等】 
■本資料は、ヘルスケア関連の情報をご提供するために三菱ＵＦＪ国際投信が作成した資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。本  
   資料は投資勧誘を目的とするものではありません。 
■投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。銀行等の登録金融機関でご購入いた   
   だいた投資信託は、投資者保護基金の補償の対象ではありません。 
■投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。 
■本資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。 
■本資料は信頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。 
■投資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。 
■クローズド期間のある投資信託は、クローズド期間中は換金の請求を受け付けることができませんので ご留意ください。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

遺伝子パネル検査を含む次世代診断・検査の世界の市場規模は、2017年に45.3億米ドルでしたが、2025

年には132億ドルにまで成長すると予想されています。 

ご参考 

写真にする？？ 

がん免疫治療薬の市場規模グラフ 

加入協会 ：一般社団法人投資信託協会 
 

設定・運用 …三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 
 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第404号 

一般社団法人日本投資顧問業協会 

本資料の作成は 


